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凡 例

1 本目録には，安芸国広島浅野家家中 竹腰家文書を掲載した。

2 目録の各項目は以下のとおり。

請求番号 本文書群の群番号（200210）と，この項目の記号を組み合わせたものが請求記

号になる。

【例】 25/2 → 200210／25／2

表　題 資料に原表題のあるものはそのまま採り，ないものは適宜付与し〔　〕書きで

表記した。内容等で補記すべきものがあれば（　）で補った。集合形態をした

資料の内訳を示す場合には，頭に“ ◦”を付けた。

年　代 資料に記された作成年月日を採り，推測した場合は（　）書きで表記した。

作　成 資料に授受関係のあるものは → で結んで表記した。

形　態 資料の形態を記した。

数　量 資料の点数を記した。

3 文書の排列は請求記号順とした。

4 利用の参考のため，本文書群の概要を冒頭に付した。

広島県立文書館ホームページ http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/monjokan/

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/monjokan/


【文書群概要】

安芸国広島
ひろしま

浅野家
あさの　け

家中
かちゅう

　竹腰
たけのこし

家文書 （請求記号 200210）

広島藩士竹腰家に伝来した武家文書。

出　所 竹腰家

出所地名 安芸国広島城下／広島市［現在］

役職等 広島藩士

分　量 31点（ 2冊， 2包，26通， 1括）／データ数41件

収蔵までの経緯 平成14年（2002）11月20日に所蔵者より寄託。

年　代 慶長 6年（1601）～安政 7年（1860）

歴　史 竹腰家の本国は美濃国。竹腰与右衛門某は，兄の権右衛門氏房に次いで浅野幸長に召し

出され，紀伊国で400石の知行を得る。以後広島藩士として浅野家に仕え，明治維新に至る。その

子善兵衛以降の知行は300石から100石。なお，竹腰一族は『芸藩輯要』の「藩士家系録」に載せら

れている竹腰セツ家など数家ある。

内　容 竹腰家系図，武家諸法度，広島藩主の黒印状（知行目録）など。

検索手段 「広島県立文書館収蔵文書仮目録」

（2012. 3.27記述／西村 晃）



安芸国広島浅野家家中　竹腰家文書（200210）

番号 表　　　題 年　代 作　　　成 形態 数量

1 覚（竹腰与右衛門紀伊国知行目録）
※高 400.5石（名草郡南畑村 130 石，日高郡山口村 140 石，那賀郡名
手之内西山村 130.5 石，内 100.5 石は加増分）

慶長 6 .11. 左京（浅野幸長）→竹腰与右
衛門殿

竪紙 1通

2 覚（慶長拾壱年分借銀請取奉行皆済状）
※「さん用ちかい銀百目じきニうけ取申候」

慶長12. 6 .10 （浅野幸長花押・黒印）→塩見
半右衛門殿・竹のこし与右衛
門殿・あら川八兵衛殿

竪切紙 1通

3 覚（竹腰弥三郎善兵衛跡目免許）
※高 200石，寺西権右衛門組，包「従光晟公・綱長公豊氏奉頂戴御判物三通，外ニ跡式被仰附書附壱通」
入（ 3～ 6の包）

巳（承応2）. 9 .29 →善兵衛子竹腰弥三郎 竪切紙 1通

4 覚（竹腰弥三郎安芸国知行目録）
※高 200 石（安南郡中之村之内 54.944 石，安北郡鈴張村之内 57.55
石，賀茂郡広村之内 87.506 石），端裏に付箋「了ノ四」あり

万治 2 . 2 .15 （浅野）光晟（黒印）→竹腰弥
三郎とのへ

竪紙 1通

5 覚（竹腰弥三郎安芸国知行目録）
※高 200 石（高宮郡鈴張村之内 57.55 石，安芸郡中野村之内 54.944
石，賀茂郡広村之内 87.506 石）

延宝 2 . 2 .15 （浅野綱長黒印）→竹腰弥三
郎とのへ

竪紙 1通

6 覚（竹腰善兵衛加増分知行目録）
※備後国三谿郡上田村之内高 50石

元禄13.正.21 （浅野綱長黒印）→竹腰善兵
衛とのへ

竪紙 1通

7 覚（竹腰弥平太相続ニ付善兵衛知行割符証
文）
※高 180 石（高宮郡鈴張村之内 38.718 石，安芸郡中野村之内 41.282
石，賀茂郡広村之内 50 石，三谿郡上田村之内高 50 石），包「従吉長
公氏貞奉頂戴御判物弐通，外ニ割符証文壱通」入（ 7～ 9入り）

元禄17. 2 .25 青木弥大夫・平山新五郎・竹
腰次左衛門・杉山兵左衛門→
竹腰弥兵太殿

竪継紙 1通

8 覚（竹腰弥平太安芸国・備後国知行目録）
※高 180石（ 8と同じ）

宝永 7 . 2 .15 （浅野吉長黒印）→竹腰弥平
太とのへ

竪継紙 1通

9 覚（竹腰弥次郎右衛門加増分知行目録）
※高 120 石（安芸郡中野村之内 40 石，豊田郡末光村之内 47.273 石，
三谿郡上田村之内高 32.727 石）

享保13.正.21 （浅野吉長黒印）→竹腰弥次
郎右衛門とのへ

竪紙 1通

10 覚（竹腰弥次郎知行割符証文）
※高 300石（高田郡船木村之内 113.624 石，安芸郡中野村之内 75.318 石，賀茂郡志和堀村之内 31.213 石，同郡新
庄村之内 50 石，豊田郡福田村之内高 29.845 石），端裏に付箋「や之四十八」あり，包「従宗恒公氏廷奉頂
戴御判物壱通，外ニ割符書附壱通添」入（10・11 の包）

丑（宝暦 7年）.正 御勘定所→竹腰弥次郎殿 竪紙 1通

11 覚（竹腰弥三郎安芸国知行目録）
※高 300石（10 と同じ）

宝暦 7 . 6 .21 （浅野宗恒黒印）→竹腰弥次
郎とのへ

竪継紙 1通

12 覚（竹腰権蔵安芸国知行目録）
※高 200 石（高田郡船木村之内 50 石，安芸郡中野村之内 63.804 石，
賀茂郡志和堀村之内 26.351 石，同郡新庄村之内 30 石，豊田郡福田村
之内高 29.845 石），包「従重晟公氏直奉頂戴御判物壱通　竹腰
権蔵とのへ」入

明和 3 .正.28 （浅野重晟黒印）→竹腰権蔵
とのへ

竪継紙 1通

13 覚（竹腰富衛相続ニ付権蔵知行割符証文）
※高 100 石（安芸郡中野村之内 55.291 石，賀茂郡新庄村之内 30 石，
豊田郡福田村之内高 14.709 石），「従斉賢公貞如奉頂戴御判物弐
通　外ニ配地目録壱通添　竹腰富衛とのへ」入（13・16・17 の
包）

明和 8 . 3 . 8 服部金左衛門・周参見新兵衛・
川崎鹿之助・竜神甚大夫→竹
腰富衛殿

竪継紙 1通

14 留守中法度（浅野重晟参勤留守中法度写） 天明 4 . 9 . 5 御名乗（浅野重晟）→浅野甲
斐殿・上田主水殿・浅野若狭
殿

竪継紙 1通

15 武家諸法度（徳川家斉武家諸法度写） 天明 7 . 9 .21 （徳川家斉） 竪継紙 1通

16 覚（竹腰富衛安芸国知行目録）
※高 130 石（高田郡上根村之内 15.833 石，安芸郡中野村之内 55.291
石，賀茂郡新庄村之内 30 石，同郡冠村之内 14.167 石，豊田郡福田村
之内 14.709 石）

享和 2 . 2 .15 （浅野斉賢黒印）→竹腰富衛
とのへ

竪継紙 1通

17 覚（竹腰富衛安芸国知行目録）
※高 130 石（安芸郡中野村之内 68.422 石，賀茂郡飯田村之内 61.578
石），包

文政 3 . 2 .27 （浅野斉賢黒印）→竹腰富衛
とのへ

竪紙 1通

18 覚（竹腰五郎三郎相続ニ付富衛知行割符証
文）
※高 115 石（安芸郡中野村之内 60.527 石，賀茂郡飯田村之内 54.473
石）

文政 9 . 2 . 6 小笠原富三郎・池田直一・御
牧武大夫・山下十右衛門→竹
腰五郎三郎殿

竪継紙 1通
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安芸国広島浅野家家中　竹腰家文書（200210）

番号 表　　　題 年　代 作　　　成 形態 数量

19 覚（竹腰五郎三郎安芸国知行目録）
※高 115 石（高宮郡馬木村之内 56.098 石，賀茂郡飯田村之内 58.902
石），付札「知行高百拾五石　富衛跡目竹腰五郎三郎」，添札「金
三百疋　竹腰五郎三郎」あり，包「従斉粛公貞寛頂戴御判物□
□，外ニ配置目録壱通添　竹腰五郎三郎□□」入

天保 9 . 2 .28 （浅野斉粛黒印）→竹腰富衛
とのへ

竪紙 1通

20 覚（竹腰豊之助安芸国知行目録）
※高 115石（19と同じ），包「従茂長公貞興頂戴御判物壱通，外ニ
配地目録壱通添　竹腰豊之助とのへ」入

安政 7 . 2 .28 （浅野茂長黒印）→竹腰豊之
助とのへ

竪紙 1通

21 覚（留守中法度） 辰 9 . 　 竪継紙 1通

22 系図伝記認方覚　文化ニて丑年七月被
　仰出候写し

（文化 2）.7 　 竪冊 1冊

23 系図（竹腰家系図）
※善兵衛豊氏まで

　 　 竪冊 1冊

24 竹腰弥平太氏貞母方系図 正徳 5 . 9 . 竹腰弥平太 竪継紙 1通

25 〔竹腰富衛拝領奉書札〕
※ 10通「竹腰富衛とのへ」包入り

　 →竹腰富衛とのへ 包 1包

25/ 1 ◦銀弐枚　竹腰富衛 天明 3 .11.10 →竹腰富衛 竪切紙 （ 1通）

25/ 2 ◦銀五枚　竹腰富衛 天明 8 .正.29 →竹腰富衛 竪切紙 （ 1通）

25/ 3 ◦金三百疋　竹腰富衛 寛政 3 .11.10 →竹腰富衛 竪切紙 （ 1通）

25/ 4 ◦銀弐枚　竹腰富衛 天明元.11.19 →竹腰富衛 竪切紙 （ 1通）

25/ 5 ◦金三百疋　竹腰富衛 寛政 3 .12.16 →竹腰富衛 竪切紙 （ 1通）

25/ 6 ◦金三百疋　竹腰富衛 　 →竹腰富衛 竪切紙 （ 1通）

25/ 7 ◦金五百疋　竹腰富衛 安永 8 .12.11 →竹腰富衛 竪切紙 （ 1通）

25/ 8 ◦銀三枚　竹腰富衛 天明 5 .12.10 →竹腰富衛 竪切紙 （ 1通）

25/ 9 ◦加増三拾石　竹腰富衛 　 →竹腰富衛 竪切紙 （ 1通）

25/10 ◦金三百疋　竹腰富衛 　 →竹腰富衛 竪切紙 （ 1通）

26 〔屋敷移転奉書札〕
※「石原十六郎屋敷江　竹腰六太郎」

　 →竹腰六太郎 竪切紙 1通

27 〔跡目知行被下ニ付奉書〕 　 →父半十郎跡目竹腰六太郎 切紙 1通

28 〔正徳五年役替覚書〕
※糊跡あり，系図の下札か

　 　 一紙 1通

29 竹腰家母方系図（包紙）
※包紙のみ中身なし

元文 5 . 6 . 氏□撰 包 1包

30 竹腰弥平太某系図伝記 　 　 竪継紙 1通

31 〔竹腰家系図断簡〕 　 　 括 1括
（ 9枚）
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